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中小企業情報化支援ポータルサイトの開発  
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2．アンケート調査の実施   

IT化が売上，利益に寄与できない原因を探るため，  

大阪府立産業技術総合研究所と大阪府立産業開発研究  

所で作る研究グループでは，大阪府の八尾商工会議所  

と共同で八尾市城の中小企業約300社に対してIT化  

に関するアンケート調査を実施した．その結果，IT化  

に成功している企業が最も実施していた取り組みは  

「IT化の目的を明確にする」という項目であった．「コ  

ンピュータを導入することで業務の効率化が進むらし  

い」「知人の企業もコンピュータを導入したから当社も  

購入しよう」というように，lT化の目的が不明確なま  

ま，時流に流されてコンピュータを導入した企業がIT  

化に失敗していることを示している．  

3．情報化とIT化  

1．はじめに  

近年，パソコンなどの汀機器やインターネット接  

続費用の低価格化にともない，中小企業でもITイン  

フラの整備が進んでいる．平成15年の中小企業にお  

けるインターネットの導入率は93．9％であり1），平成  

17年現在の中小企業におけるITインフラの整備はさ  

らに進んでいるものと思われる．しかし，この反面，  

中小企業においてITインフラの導入が売上，利益に  

寄与している割合は2割以下という状況であるl）．汀  

ブームに乗ってIT機器を買い揃えたもののうまく使  

いこなせていない中小企業が大半である．本論文では  

経営に効果のあるIT化を支援するために構築した中  

小企業情報化支援ポータルサイトの開発内容について  

報告する．  

＊ 情報電子部 制御情報系  

叫大阪府立産業開発研究所  
目的が不明確なIT化が失敗に終わる原因を考える   
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上で「情報化」と「IT化」の区別が重要となる．一般  

的には同窓語として扱われることが多いが，企業情報  

化の分野においては，別の意味を持つ言葉として使い  

分けるべきである．   

情報化とは，企業に存在する数値や文字などの朱ま  

りであるデータを加工して価値のある形態に置き換え  

ることを示す．例えば，顧客の氏名や住所などをメモ  

帳などに書き込んでいるだけの状態は，情報化されて  

いない状態であり，これを決められたフォーマットに  

背き込み，顧客台帳にまとめた状態が，情報化されて  

いる状態である．惰報化によって，多くの顧客の中か  

らすばやく所望の顧客を探すことができるようになる．  

また，顧客番号を与え，受注台帳と関連づけることで，  

特定の顧客が過去にどのような買い物をしているか確  

認できるようになる．   

これに対し1T化は、情報化した対象をコンピュー  

タを用いて高速化することを示す．顧客検索や台帳間  

の照合に要する作業時間は，IT化によって短縮できる  

ため，業務効率の向上につながる．   

図1に情報化とIT化の概念図を示す．1T化の成功  

は情報化とITインフラの両方があって初めて成立す  

る．  

4．情幸田ヒ支援ポータルサイトの開発  

必要な情報化を行わないままIT化を実施し失敗し  

ている企業を支接するために，情帝化支授ポータルサ  

イト（以下，ポータルサイト）を開発した．ポータル  

サイトはできるかぎり多くの企業が利用できるように  

ウェブサーバを介してインターネットに公開する．ウ  

ェブサーバの構築において，OSはLinux，ウェブサー  

バプログラムは Apache●l），データベースは  

PostgreSQL’2〉，動的ウェブページ生成はPHP●3）など，  

一般的なオープンソース環境を採用し，開発コストの  

圧縮に努めた．   

図2にポータルサイトのトップページを示す．ポー  

タルサイトは，中小企業の情報化の現状を評価し今後  

の取り組み方法を提案する「情報化診断」，中小企業の  

情報化成功事例をまとめた「情報化事例」，情報化に際  

して必要な知識を補足する「情報化Q＆A」，公的機関  

などが提供する情報化支持施策をまとめた「支援施策  

一覧」，中小企業を支援する機関へのリンクをまとめた  

「リンク集」の5つのコンテンツで構成した．各コン  

テンツの詳細は以下の通りである．  

（1）情幸馴ヒ診断   

情報化診断は，IT化のうまくできない企業に対して，  

図1 情報化と汀化の概念憫  

Concept of informatization and computerization 

図2 ポータルサイトトップページ  

Portal site top page 

企業の目的を達成するために実施すべき情報化を提示  

し，IT化を成功に導くコンテンツである．   

このコンテンツの構成は，経営改善したい項目（以  

下，経常目的）とそれを改草するために必要な情報化  

実施項月（以下，情報化方策）の関係度合いを行列式  

の数値として定め，各経営目的の達成率を計節する「行  

列式判定プログラム」と，経常目的と情報化方策の対  

＊1）世界で眞も使われているウェブサーバプログラム．フ  

リーソフトウェア．  

＊2）RDBMS（リレーショナルデータベース管理システム）  

の一つ．フリーソフトウェアでありながら，高機能．  

高信頼性を誇る．主にUllix系OS上で円いられる．  

＊3）弛的にウェブページを生成するウェブサーバの拡張機  

能の一つ．ホpムペ．ジの雛形となるHTMLファイル  

内に処理内容を示すスクリプトを艶め込むことで，ク  

ライアントの要求に応じた内容のホームページを動的  
に生成することができる．データベースと連用して用  

いられることが多い．   
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応関係を学習した人工知能を用いて達成率を計算する  

「人工知能判定プログラム」からなる．   

行列式判定プログラムの開発では，各経営目的を実  

現するための各情報化方策の関係度合いを格納する目  

的方策マトリクスを作成した．目的方策マトリクスは  

品質管理手法として知られるqC7つ道具の一つのマ  

トリクス図法（MatrixDiagramMethod）を応用した．  

表1に目的方策マトリクスの一例を示す．   

この表の列が経営目的，行が情報化方策であり，そ  

の交差する部分がそれぞれの経営目的と情報化方策の  

関連度合いを示すウェイト値（0～10の範囲）である．  

例えば，表1において「リードタイム短縮」の実現の  

ために，「在庫の整理整頓」のウェイトは1であまり重  

要ではないが，「作業時間・作業順序分析の実施」のウ  

ェイトは10と非常に重要であることを示している．  

このマトリクスを作成するにあたり，特に重視したの  

が情報化方策の選定である．「パソコンを持っている」  

「表計算ソフトを購入している」といった単なるIT  

機器やソフトウェアの保有に関する項目は、ITインフ  

ラを整備するだけでIT化が成功するかの様な誤解を  

招く可能性があるため、全て排除した．情報化方策を  

業務における手順や手法を改善する項目に限定するこ  

とで，lTインフラを整備する前に情報化を推進するよ  

うに促す．   

各経営目的の達成率は目的方策マトリクスのウェイ  

ト値を用いて，次式（1）より求める．  

但し，  
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表1 目的方策マトリクス  

Matrixdiagamidentifyingweightedvalueof  

informatizatlOn elements for realization of  
managementtarget   

リードタ  納期遅れ   

イム短縮  防止   

在庫の整理整頓   3   9   3   

定期的な棚卸の実施  6   2   

鶴合他社の最新情報    0   

の把握  
3   0   

需要予測の実施   0   7   0   0   

作業時聞・作業職序  分析の実施  3  ロ  10  7  日報の利用  4  3  5  9  製造指図番の利用  5  ロ  5  2  

表2 情報化方策レベル表  

De丘nitionofinformatizationprogressstage   

レベル1  レベル3   レベル5   

資材の保管場  資材の保管場  資材の保管場所は  

所が不明確で  所は定まって  明確に定まってお  

在庫の整理                 特定に時l珂が  いるが，管理方  り，全ての従莱貝が  
整頓  

かかる   法が守れない  資材の管理方法を  

従業月がいる  守っている   

棚卸はしてお  棚卸はしてい  毎日棚卸をしてい  

定期的な棚         らず，正確な  るが，正確な状  る（毎日しなくても   

卸の実施   状況はわから  況はわからな  棚卸数丘は正確に  
ない   しl   把握している）   

競合他社の新  統合他社の新  競合他社の新技術  

技術や新製品  技術や新製品  や新製品の情報を，  

競合他社の                の情報をほと  の情報を．新  新聞，業界，インタ   

放新情報の  んど知らない  問，業界，イン  ーネット等を通じ   

把握  ダーネット等  て入手し，かつ従業  

を通じて入手  

している   

J汀111 ∑（PfX肌研）  

i＝l  
d爪＝  ×100 （1）  

J澤u用 ‡（タ肌・×Ⅳ血）  
J＝t  

各経営目的達成率  

経営目的ナンバー  

情報化方策ナンバー  

情報化方策総数  

各情報化方策現状レベル  

情報化方策毅高レベル  

ウェイト値   

」′，∫   

J〝  

J   

f椚αr   

A   

P人鮒   

‰  

レベル2，レベル4は省略   

レベルは「良い」「普通」「悪い」の何れにあたるかを  

問う方法であるが，この方法では基準が不明確で，回  

答者の主観に依存する．この間題を解決するために，  

表2に示す情報化方策レベル表を作成した．このレベ  

ル表に従うことで，利用企業の情報化レベルについて  

主観を排除したレベル抽出が可能となり，回答の再現  

性も向上した．   

行列式判定プログラムは，目的方策マトリクスのウ  

ェイト値の設定が開発者の経験に委ねられているため，  

判定結果の客観性を高めるための，セカンドオピニオ  

ンとしての役割を担う人工知能判定プログラムも開発  

した．人工知能技術には，少ない学習データ量でも判   

式（l）は，経営目的の達成率を計算するために，独自  

に考案したものであり，ウェイト値が大きい情報化方  

策ほど，達成率への寄与が高くなるようにしている．   

また，式（1）の凸（各情報化方策現状レベル）につい  

ては，利用企業の情報化方策の現状レベルを聞き取り  

代入する必要がある．アンケートで用いられる一般的  

な聞き取り方法は，例えば「在庫の整理整頓」の現状  
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定印度が比較的高いニューラ  

ルネットワーク●‘りアルゴリズ  

ムのバックプロパゲーション  

法牒を採用した．バックプロ  

パゲーション法で人工知能を  

構築するためには，入力と出  

力の対応関係の正解偶である  

教師信号が必要である．この  

判定プログラムにおける入力  

と出力は，それぞれ情報化方  

策レベルと経営目的レベルに  

あたることから，表2により  

情報化方策レベルを細山した  

のと同様に，利用企業が判定  

プログラム利用時に経営目的  

レベルも人力し，教師信号を  

データベースに蓄積する．こ  

の教師信号を人工知能が学習  

することで，新たな・l舘托化方  

策の人力に対して，人工知能  

による経常目的の判定結果を  

出力することができるように  

なる．ただし，ニューラルネ  

ットワークアルゴリズムによ  

る判定結果は，過去の情報化  

方策レベルと経営目的レベル  

の対応関係にのみ基づき予測  

されたものであり，前述の目  

的方策マトリクスのような判  

定根拠を持たないため，補助  

資料としての利用に留めた．   

図3に情報化診断の判定  

結果ページを示す．判定結果  

フγイ侶Eケ・岳J≒1ミ：孝二示、±ン†〕1こ入り（4〉 Jノール（Ⅰ、Jトフー哩  

行列式判芸  コンピュータ判≡  前回行列式削定   う竺窯（1）行列‡t：判定†r箪  

NO   経営冒的Ⅰ貫目                 已王」▲二皿＿⊥  二L⊥ヒ皿二   人力肇かん  入ナ〕舌  
l   一・、≡配転   ウ1‘   l・J  ・：トご＝二JこEテ．クノ  0？；  十  
2   正座上巳盈   L〕二、；アユ」L川  ーニい）、‘・r＝∴パー  ロつ；  十  

3   】ト？イム‡亨謂  ・〕、；7止L－し・∴  ㌧、・■、仁二 ‥ヽ、  ＼  ヽ  
4   ー「】l恥冒「陀ト  リ、－♪ 、こ」L・，  、  【 ‘て1  ウ％  ヽ  

手玉  
目  行列式判≡によるアドバイス  人工知烏巨判≡によるアドバイス  
的  

（＝の詫言目的についてほ己史壱の必要性か率いというこ回答ですので以  

下ほ密考程矧こご覧くだきい）  一一人工知能；革帯結果－  

現在の達成率⇒⇒→0％（最低レベル）  現在の達成率：0”20X（Eランク）  

貴子iにおいて不良率低減を筆硯するためこは  くく印書推奨項目〈優先順）〉〉  

・『不良原田の設計 生産へのフィードハック  
■『不良原因の警寺琵  「在庫の聖王竺聖屯則  ・『検品構査マ▼ユアルの旦閥  
弓削ヒか重要になるものと思われます。以下のアドバイスに基      現状「着用の保管場所が不明確で特定に時  

ついでレペルアップを匡】りましょう。  問がかかる」から「頁材の保管場所ほ明塔  
に冨まっており、全ての従業員が責lオの管  

■す不良原因の設計、生産へのフィードバック』ほ不良宰低減冥       三軍方法を苛＝っている」へ向上してください。  
≡8のための最重要謂㌍の一つです 不貞原田の持≡ができれ  
ぱ、そnを各工程にフィー「バックすることか必要です。  以上の取り組みlこより、不良宰低減の改善  

しかし、貢托の取り慕且鞍ほ「不良摩周が梢冨できても、生産や      ＼期i寺でぎます。    言責計に反映していない」のレベルで芳しく衣りません。少なくとも      レベルニ『Eランク』一一FDランク】    「 
不良原田を生息設計lこ反哺しているか、ほかの某需のて麦回  

しこなってし＼る」を実現してくたさい。  

不 且  
国の持≡』は不良宰低；成案規のための最重要喜零題  苓 低  

の一つです。不良発生のたびlこリワークを行うのではなく、不良  
溝  
しかし、貴社の取り組みほ「不良発生時の原因角写祈を行ってい  
ない」のレペルで芳しくありません。少なくとも「一郎製品不良に  

ついて、その原医の角引斤に取り組んでいる」を冥現しTくたき    い。    レベルアップのための具体併］な方法は不日符同r・雪雲冒苫沫に  
椙粧しますので案隠しましょう。  

■F検品検査マ＝ユアルの具備月ほ不且苧低減軍規のた願））最  

。 

詰まります。検品の標三竺化が必≡萱です。そのためlこ、誰か検品  
ノても同じ結果か出るよう構品マ＝ユアルモ聖†濁しましょう。    しかし 

、告社の取り組みは「担当者lこよって検査のしかたが異  重要謂是卑の一つです検査マニュアルを聖え、詑がやっても冨    †．囲ぃ慎重レベルができるようにすることで、不良検査の楕J書か  
なる」のレベルで芳しくありません。少なくとも「担当者は匡】冨し   
ているため、マニュアルはない」モ軍規してくたさい。  
レベルアップのための具佃的な方法㌢匝晶丁ニュ丁ルの作り右  
に掲載しますので更瞳しましょう。  

e史善後の達成率⇒⇒⇒20，（  

国3 判定結果ページ  

Proposalfbrrealizationofmanagementtarget  

ページは，各経営目的項巨＝こ  

対する行列式判定プログラムと人工知能判定プログラ  

ムによる判定結果，前回と過去の判定結果，および，  

今後の取り組みをアドバイスする「行列式判定による  

アドバイス」で構成される．行列式判定によるアドバ  

イスでは，経常目的の達成において亜要であるにも関  

わらず，実行レベルが低い・情報化方策を自動抽出し，  

そのレベルアップを求める．例えば，表1の邑的方策  

マトリクスに基づくとき，利用企業の全ての情報化方  

策レベルが同等であれば，繹営巨川勺「不良率低減」を  

改善するためにウェイトの高い順に「製造指図書の利  

用」「日報の利用」「在師の整理整頓」「作業時間・作業  

順序分析の実施」のレベルアップを求める内容となる．   

このように，判定結果ページを参照することで，現  

状の達成率と，過去の達成率の比較で利用企業が自身  

の成長を確認でき，さらに今後，成長を遂げるために  

批化すべき部分を示すことで企業が自立的に情報化を  

進めることができるようになっている．  

＊4）人l！l】の脳の構造をモデルに作られた11i一言潮之処理機構．最  

適化された開催を持つ複数のニューロンを観み合わせ  
ることで，パターン認識や連想記憶をプ≡現する．  

＊5）逆謂藁伝爬法．階層型ニューラルネットワークの学習  

法の一つ．入力屑，ヰ川朋乳」tl力層の3軒用住道をとり，  

＝力作と教師値の誤差を小さくする方向へニューロン  

の閥イIFiとウェイト値の帽正を行い最適化する．   
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（2）情報化事例   

情報化事例は，情報化で成功し  

た中小企業の実例をまとめたコン  

テンツで，利川企業の情報化への  

モチベーション向上や，自社の情  

報化への取り組みへのヒントを提  

供することを目的としている．   

回4に情報化事例の一例を示  

す．これまで訪れた企業の中で特  

に情報化が進んでいる企業に再度  

聞き取りを実施し，資料を作成し  

た．  

（3）情浄化Q＆A   

情報化q＆Aでは，情報化に際  

して必要な技術や方法について僻  

言絶している．例えば，（1）情報化診  

断で「納期遅水防止のために口祁  

を活用しましょう」というアドバ  

イスを受けても，今までに日報を  

利用してこなかった企業には，ど  

のように日報を活用すればよいの   

情報化事例1圧倒的な情報量で勝負する営業ツールとしてのポータ  
ル広告戦略  

＼．1、 ■－オ企業の概要「木一寸2次加工メーカーとして、仕事の幅を広けるJ   
当社ほ大澤によ・いて下り2二丈加工メーわーとして、木村釘鞘を辛がけ  

テ「マノ＼－フ′乃丁工耶÷≒工き辛がけるなと一三巧1草津をキこの弄着から得  
ている。さら（こ聞耳こ－薫立て可読烏ウッドデ′≠．「ニヰニ′トち問菜苧ヨ  

ち行い芦；季吉子左してしミ るとと雪に 名書至千工市惰工も行っている．仕率の轄IJ広がL巽東朝雲   く  
＼ゝ  
‘Ⅷ情報化の現状「早し、時期から社長が主彗」  

悍ほ馴ヒほ早い時X月から印り絹んでいる．19う0年持カ1らオフコンにて販売  
琶；至のデフ処理≡・日耶て用彗してきた．1梨吋；目上牧牛インターネット  
‡竺－「童手短間男て1］巽中÷1・トワーク帽手引ヒ㌢耶持ノ辛がけること萱涜  
毒した．   

早逗．見よう見ま†ユで自†土のH鵡サイト壬19ヨ6年に立ち上げ惰熊喫爬ほ燕押rこ．照？芦；言「TJに関して，モ†1烹て；氏で  

王月這でーコ「「‾の用柁華†巳草地」什．ttp：／′′、・州．叶：．ニ．］．co．jr・）（ユ通算126万丁二7tスにGっている（2ロロち年2月†4日；局在）．  
この千1トき．ニ申．（ヌ†に間丁う軋ナちる帽きぎ引マ渇することがてきる。   奥のた†雫柁芝電千化するつちりてサイト†有季ぎ苫禿軍させてきた．     この根占サイトも亨土長が自ら辛がけるものてあり、芥への執替 心がすい所にみてとhる．  

牢乎甲  閻ふの偶報酢基地●  

；勺ア誓  

図4情報化事例  

Exampleof’informationalizedbusinessprocess  かわからない場合が大半である．  

そこで回5に示す情報化q＆Aを  

提供することで，企業は日報の活  

用方法を学ぶことができ，情報化を進めることがで  

きるようになる．また，情報化0＆Aについては，  

国3の判定結果ページからハイパーリンクを通じて  

参照できるようにしており，惰報化を効率よく進め  

るために最も必要な技術にいち早くたどり若けるよ  
うに設計した．  

（4）支援施策一覧   

公的機関などが提供する情報化支接施策を一瓢二  

まとめた．図6に支援施策一覧を示す．「情報提供  

相談」「融でトリース・保証」「補助金・税金・出貿」  

「セミナー・研佗・イベント」「共済制度／法律等に  

基づく支接」のカテゴリに整理しており，中小企葉  

が情報化を実施する際に利用できる施策をすぐに探  

し出せる．利悶したい施策が見つかった場合は，リ  

ンクを通じて許珊な内容を確認できる仕組みを用登  

し真二．  

（5）リンク集  

リンク集では，中小企業を支揺する大阪府の公設  

試験研究機関のホームページへのハイパーリンクを  

まとめて掲敬している．ポータルサイトを利用して  

も情報化がうまくいかない場合は，リンク集へ誘導  

し各機関での窓口相談などで個別対応する．  

＜ほ々G粍憑の目印＞   

争÷：の企業てほ．作業日柁を従業眉の方々に粟蒸けけていると。曽われます。生産規メ雪をほ  

じ琉として官芦の那目につし’・ても三澤入されているようてす．   

rF某日号音と一口に苦っても．メモ洋三式のものかろシュテム化てきたものまて争l更に渡りま  

す．透写．パソコンの育たによって中小企業ても従軍員に一人一台に近いく′ちいまて配布し  

ているところてiま．日宇ドシ∴チエを聖人して壬士風カ・ら耳子秤ぢてE抒をやり打てりしてし－・ろケ  

ーユらちらほらqら】1ろようになりました．   

＜メモ河≠ヨこの日寺P＞  

そ】1でも、メモ汗‡式の日印モ霧笛付けている企業がまたまた圭子烹です．モの場合．甘膵主謀り  

に毎日の真書内宕を祀飢寸る酢式の日和が多いほすてサ．この場合、メリットよりもギごメリ  

ノトが多ぺ、作む＝「㌍くのに時間が掛かる」．「日絹の内言を琴謂分析に糾用できない」な  

ど．データを鞍汁し、言付チータを別田てきないなとの．卑か開廷です．   

＜日韓l三重要左コミュニケション手投＞   

また．E寺子こきf芸幕月育成の重野な手持てあーつ．この方法をきちんと管理者が行うことて、  

毒草眉育成の首相み・てきヱ）1・リ£寸．よく．一生璧諦誓いてもコメントさ】1寸に戻って：  

ろという声か聞かわ苦竹た㌧このような企芦でほうまて目指によるコミュニケーションかて  
さていなし■・ように誓わll東サ．うまく活用すろにほ、［ヨ1のようなサイクルが必苛で、日指  

ほ正直に託甘し．そゎに対して上司が釣緩なコメントをつけj三等する．モれによって．仕事  

を通じたコミュニケーシ訂ンを憂うことかてきろのてす．荘薬局ほ上司の知芝や亭主燥を自己  

の行動指針の若考にして．よt〕よい行動を行うことて企粟の「智」が継承され硝化されて  

いくのてす（回2）。しかし、シス〒ム化さhない富民による日韓でもこのように追撃惟を再  

度i習覇し底して．fl撞呵に楕円することで企業内が帰性化します．  

回1日緒がいいコミュニケーション考奥たす  

上司が企黎ノウ  
ハウそ拝偶する  

上司が適切なコ  
メントを・つける   

成果やノウハウ  
モ共有する  

図5 情報化q＆A  

Q＆Afbrinfomatization   
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5．考察   
tI   出資  －■▼、こ基づく支櫻 服・リース・－黒！だ盟金・触・航㍍座禦監慰 ●「■  

1轟帽檀棋・相扱  ブ㌣聞  

中小企業のIT化を，インターネット技術を用いて  

支援する仕組みとして，これまでIT化に必要なハー  

ドウェアやERPパッケージを提案するシステムが存  

在した．しかし，このようなシステムは情報化の視点  

が欠如しており，IT化失敗の安国となっていた．開発  

したポータルサイトは情報化の必要性を加味した点で  

画期的であり，IT化の意欲がありながら失敗してきた  

中小企業に対して特に大きな効果が期待される．なお，  

中小企業の経営目的は時代の流れと共に変化していく  

ものであるため，ポータルサイトを常に価値のあるも  

のに保つためには，コンテンツのメンテナンスを継続  

的に行わなければならない．今後の運用体制の確立が  

ポータルサイトの成否を決定する．  

6．まとめ  

（1）中小企業のIT化の実態調査を行い，IT化の目的  

を明確にしている中小企業がIT化に成功してい  

ることがわかった．  

（2）情報化は企業に存在するデータを加工して価値の  

ある形態に置き換えることで，IT化は情報化した  

対象をコンピュータを用いて高速化することであ  

る．  

（3）中小企業情報化支援ポータルサイトの開発を行っ  

た．コンテンツは以下の通りである．   

①情報化支援：定量化した経営目的と情報化方策  

の関係性に基づき，各企業の情報化方策の実施  

状況に対する経営目的の達成率とアドバイスを  

提供する．   

②情報化事例：中小企業における情報化の成功事  

例を提供する．   

③情報化q＆A：情報化に際して，必要な技術や  

手法の解説を提供する．   

（彰支援施策一覧：情報化に際して中小企業が利用  

できる公的な支援施策を紹介する．   

・ほ用l引腋削畑  

伯澤舎…釈・中小企丑担  

御 ・汀く≠l矧t  

促通税別  
偽捌庇 ・酬引ヒ  

㈱伯ホ菓   

軍制庄一汀通用  
1促i鮮拝金〉  

・岬  

ワーク亦菓 ■ポー勺ル十ナイトrJ・Nモt  

ユ⊥ ・号ヽノ十l，りジ壬リトウ  
ニ2  

汀を活用し たい  

図6 支授施策一覧  

Publicsupportforinformatization  

（むリンク集：中小企業を支援する大阪府の公設試  

験研究機関を紹介する．  
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